
- 1 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さｔ 

 

 

 

 

よみがえれ長良川        202３.５.2８ Sun 

長良川下流域環境観察会 
観察指導：千藤 克彦 （元長良川下流域生物相調査団員） 

 観察３：木曽三川公園Ｐ３駐車場（立田橋西詰北側） 

観察２ 

カニ採り 

観察１ 

七里の渡し跡 
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ヨシ原のようす 

木曽川 長良川 揖斐川 
午後、風が吹き出す予報だったため

船による観察が午前に変更。水辺観

察は、満潮に近い午後となったた

め、水辺の植物は十分観察できなか

ったが、土中のイトメは観察でき

た。 

 

採取カニ総数 ３ 

クロベンケイガニ雌 ２ 

クロベンケイガニ雄 １ 

 

2020,2022 年は、０でした。今回採取で

きた 3 匹の 15 ㎜程度のカニは、揖斐川

から背割り堤道路を横断できたものか？ 

採取した Y君（10 歳）の執念はすごい！ 

採取カニ総数 ８８ 

クロベンケイガニ雌 ７ 

クロベンケイガニ雄 １３ 

ベンケイガニ雌 ３８ 

ベンケイガニ雄 ３０ 

 

オオヨシキリの鳴き声も聞こえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長良川 揖斐川 

河口から 

河口堰が運用され、水深６ｍまで浚渫された川底には厚さ

約 2ｍのヘドロの堆積は変わりませんでした。 

酸化還元電位もマイナスで還元状態。酸素を必要とする生

きものは生存できません。硫化水素が噴出する穴も見られ

ました。 
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川底のようす（河口から約４ｋｍ） 

 

ヨシ原のようす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＭ１０：３０   揖斐川 長良川 

（潮位 TP 約 0.15ｍ） 

水深  ｍ ３．０ ４．１ 

水温： ℃ ２０．６ ２０．６ 

 

砂

 

 

ヘドロ（硫化水素不出穴あり） 

  

酸化還元電位（ORP）：ｍｖ +１６８ -２８１ 

観察１ 

船Ａ 

船Ｂ 

堰建設前広大に広がったヨシ原は、水没・孤立。 

人工島（オレンジ部）は、オギが繁茂・樹木林に。 

船Ａ 

船Ａ 船Ａ 


